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地域内再編 住替促進

輸送サービス：
住替と施設機能の誘導：

公共交通：
施設機能の誘導：

公共交通：
住替の誘導：

公共交通：
住替と施設機能の誘導：

住替の誘導：

＜凡例＞
公共交通＋輸送サービス：

都市像１ 都市像２ 都市像３ 都市像４ 都市像５
都市機能集積＋住替促進型 都市機能集積＋交通整備型 広域連携型 地区間相互依存型 地区内自立型 現状維持

公共交通＋輸送サービス：

造
構
の
ち
ま

区
地

像
活
生

通
交

：・地域内再編
　・地区内の生活施設の維持 /充実

：医療 /教育 / 商業 / 余暇 / 経済活動
　の都市機能の集積

：現状維持

・各輸送サービスを主に利用

：徒歩圏の中で多くの世代が働き、
　暮らすことができる便利な生活

：清水沢への自然な住み替えを促し、
　主に各輸送サービスを利用しながら
　清水沢行き来する生活

：・地域内再編
　・拠点地区の生活施設の維持 /充実

：現状維持

：住替促進：公営住宅の団地内再編 ：住替促進

：・地域内再編
　・地区内の生活施設の維持 /充実

・清水沢への
　公共交通 ( バス /ＪＲ) を主に利用

・地区間や市外間を移動する
　公共交通（バス /ＪＲ）を主に利用

・地区間を移動する
　公共交通 ( バス /ＪＲ) を主に利用

・公共交通を主に利用し、
　各輸送サービスによる移動の補完

：徒歩圏の中で多くの世代が働き、
　暮らすことができる便利な生活

：各居住地区に住み続けながら、
　主に公共交通を利用しながら清水沢
　を行き来する生活

：・徒歩圏内で最低限の日常生活
　・公共交通を主に利用しながら、市
　　外のまちを行き来し、地区内だけ
　　では不十分な通院や買い物などを
　　積極的に市外に頼る生活

：・徒歩圏内で最低限の日常生活
　・公共交通を主に利用して市内の地
　　区間を行き来しながら、居住地区
　　内だけでは不十分な買い物や通院
　　などを地区間で相互に補完しなが
　　ら送る生活

：・徒歩圏内で最低限の日常生活
　・地区内で生活をしていくために、
　　公共交通や各輸送サービスを利用
　　しながら市内や市外を行き来し、
　　居住地区内だけでは不十分な通院
　　や買い物をする生活
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若菜 南部 紅葉山 沼ノ沢

：医療 /教育 / 商業 / 余暇 / 経済活動
　の都市機能の集積
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南部 真谷地
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団地内再編

団地内再編 団地内再編

団地内再編

団地内再編

団地内再編

医療/教育/商業
余暇/経済拠点
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住替促進

住替促進

住替促進

現状維持

現状維持現状維持

現状維持

現状維持

現状維持

現状維持

：現状維持

清水沢若菜 沼ノ沢本庁 紅葉山
南部 真谷地

・自家用車を主に利用し、各輸送サー
　ビスなどを利用

：自家用車や各輸送サービスを利用し
　ながら、市外で多くの買い物や通院、
　飲食などをする生活

清水沢若菜 沼ノ沢本庁 紅葉山
南部 真谷地

現状維持

地域内再編

地域内再編

地域内再編

地域内再編

地域内再編

地域内再編

地域内再編 地域内再編

地域内再編

地域内再編

地域内再編

地域内再編

地域内再編

地域内再編

【清水沢への再編】 【清水沢への再編と団地内再編】 【栗山など他のまちとの連携】 【JR線状への再編】 【各地区での自立】

「まちづくりの再編パターン」の分類

自然体験地区として
呼び込み

夕張川

シューパロダム
乗り合いバスを
整備し市役所へ

商店

　　民間サービスで
　スーパー・病院へ

清

市外

スーパー

自動車により移動し
休日を過ごす

市外

都市機能集積 南部地区

◆将来都市像の再編プロセス ◆更新問題に直面する自治体-夕張市-

2012年9月13日発行　第549号日経コンストラクション掲載記事夕張市まちづくりＭＰ本編

紅葉山地区 清水沢地区真谷地地区

既存の集落を維持しながらも、
自然資源・歴史資源を活かしな
がら自然体験地区として市内外
の人々を呼び込む。

・アイデンティティとして紅葉
の植林を行う。
・市外のスーパーや病院が運行
している送迎バスを利用して、
市外へ買い物・通院する。
・市役所での手続きなど、市内
での用事は、乗り合いバスを整
備して、効率的な交通システム
を確立する。

・炭鉱時代のコミュニティを維
持するために、エリアごとに
宮前・清陵・南清水沢地区そ
れぞれで団地内集約を行う。
・日常の食用品は地区内のスー
パーで買う。
・市外へ自動車で移動し、休日
を過ごす。

これからの日本の都市において縮小型コンパクトシティを目指す際には、縮小先の地域と、撤退していく地域の両方の計画をするべきである。また、住民の生活環境に直接影響を与えるために、住民の生活意向や、
住民の考える将来像をくみ取る必要がある。そのため、計画者と住民の対話によって、将来像を導き出す必要がある。本研究は夕張市において縮小型コンパクトシティのプランニングプロセスを示したものである。

住民の生活意向を汲み取りながら、夕張市の将来像を５つの都市像に分類した。

ヒアリングによる都市構造の評価に基づき、地区ごとの将来像を具体化した。

夕張市が策定した街づくりマスタープ
ランでは、本研究結果と、市の現状か
ら、当面は地区ごとに集約を図り、最
終的には南北軸に集約していくことを
目標に据えた。
現在、研究室では真谷地地区を対象と
し、住宅再編の検討を市と共同で行っ
ている。

計画 住民

ヒアリングによる地区像の具体化

類型された 5つの都市構造
夕張市におけるQOL8項目の抽出

8 つの具体的な都市像

各地区における
具体的な地区像

歴史・自然の利活用方法

実現方法を類型化する

住民の生活意向を把握する

縮小型都市像を計画していく上での論点

①

②

③

④

都市構造による分類
ヒアリングによる都市構造への評価

ヒアリングにより地域資源の利活用方法を把握する

QOL8 項目を具体化する都市構造を具体化する
各地区の方向性を見出す

新たな視点を抽出する

具体的な都市像に
よる論点の抽出
都市像実現方法の分類

相互プランニングのやりとり 相互プランニングにより
明らかとなったこと
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/ 国勢調査結果　20,969 人 / 国勢調査結果　10,922 人

: 団地内集約
：現状維持
：新規整備

：現状維持
<住宅 >
1）集約の方向性

3）市内他地区・市外との連携

4）縮小部分の新しい価値観の創出

<施設 >

：公共交通充実
:自動車移動
：具体的な連携地区(頭文字)
：交通手段

あ

 

 

 

＜１．現在の市街地＞ 
市街地が分散 

＜２．当面の市街地＞ 
地区ごとにコンパクト化 

＜３．将来の市街地＞ 
都市構造の転換 

・地区単位での団地内再編をし、
集約した土地を住民の趣味の場と
して、菜園にするなどして再活用
する。
・住棟ごとに浴室を設置し、住民
同士で自主運営を行う。<住棟ごとに浴室設置>

乗り合いバスを整備し
病院・ｽｰﾊﾟ ・ー市役所へ

清
紅

空き家

空き家

空き家

空き家

空き家

空き家

空き家

空き家

空き家

空き家

空き家

空き家

空き家

空き家

空き家

空き家

空き家

空き家

空き家

空き家

空き家

空き家

現状 計画・実行 将来像

人口減少により、空き家が増加し、

都市の過疎化が進んでいる。高齢

者が増加する中、自動車を利用し

なければ生活できない都市構造と

なっている。

人口規模に見合った都市形態とす

るには、これまでの拡大抑制型の

コンパクトシティでは適応できな

いため、今後は縮小型のコンパク

トシティを目指していく必要があ

る。

都市規模を縮小することで、行政

サービスの効率化を図れるだけで

なく、住民の利便性や都市のにぎ

わいの向上にも影響を与えること

ができる。

空家率 6 1 . 1 ％１２棟の公営住宅-真谷地地区-

Shrinking
City
YUBARI

北海道大学大学院工学研究院　都市地域デザイン学研究室

Laboratory of Urban and Regional Design, Graduate School of Engineering, Hokkaido University



夕張市真谷地地区市街地集約化計画の策定-日本初の市街地集約化計画手法-
地区将来像に基づき、夕張市の中でも最も高齢化率と空家率が高い真谷地地区を対象に、住民との対話を繰り返しながら市街地集約化計画を策定した。

真谷地地区は山に囲まれ、公営住宅が立ち並ぶ地域であり、かつては産炭地として栄えていたが今後人口が増加する見込みはない。人口 189 人 / 世帯数 99世帯。

聞き取り調査の様子

夕張市役所におけるヒアリング調査

町内会へのヒアリング調査

住民全体とのワークショップ

ふれあいサロンへの参加

個別アンケートの実施

個別聞き取り調査の実施

集約化計画を実施し、真谷地地区における計画プロセスとその要点の体系化を行った。

　

夕張市真谷地地区市街地集約化プランニングプロセスの体系化

STEP（A） 各STEPの課
プランニングプロセス（B）

市研究室北総研 住民全体町内会 個々住民
明らかになったこと（C）

項目(F)

主
体
空
間
時
間

手
法

生
活
経
済
性

町

W
S

ア
②
個
プ

計
画

議論の内容

両
ア

ア
①

町：町内会へのヒアリング WS：ワークショップア①：アンケート① ア②：アンケート② 両ア：両アンケート 個：個別聞き取り調査全：プロセス全体

課題を
整理
(C-1)

検討すべき項目

町内会へのヒアリング

解決方
法への
意向

集約化計画の決定
(D-1)

住替えに対する是非を
　　　　調査

住民個別
の生活に
対する意
見(C-4)

意見へ
の取り
組み　

住民の住替え先住戸の
　　希望を調査

住替え先
住戸の希
望
(D-3)

住替え
のシミ
ュレー
ション

住民個別
の住替え
に対する
要望
(C-5)

住替え条件

解決方法

解決方
法に対
する意
見(C-2)

ワークショッ
プにて住民
に提示

住替え
のシナ
リオ

地域の課題か
ら集約化の検
討項目とその
解決方法を検
討

ワークショップ
における議論
の方向性を把
握

各解決方法に
対する住民の
意向を踏まえ
、集約化計画
を決定

住民の住替え
に対する是非
を調査し、集
約化のシナリ
オを作成

住民の個人的
要望に対応し
、住替え先を
決定

11 号

地区外移転

真谷地浴場

集約化計画 (D-1)

アンケート①実施

アンケート②実施

通
院
を
ど
の
よ
う
に
す
る
か

買
物
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ど
の
よ
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に
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る
か

住
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
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ど
う
す
る
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浴
場
の
機
能
を
ど
う
担
保
す
る
か

住
替
え
先
の
住
戸
を
ど
こ
に
す
る
の
か

引
っ
越
し
の
業
者
を
市
で
斡
旋
す
る
か
ど
う
か

住
替
え
後
の
家
賃
を
ど
の
よ
う
に
設
定
す
る
か

集
約
後
の
空
き
住
棟
を
ど
の
よ
う
に
管
理
す
る
か 移

転
後
の
車
庫
に
ど
う
す
る
か

引
っ
越
し
の
移
転
料
を
ど
の
よ
う
に
設
定
す
る
か

住
戸
修
繕

集
約
に
よ
る
住
民
の
メ
リ
ッ
ト

STEP1
H12.06
    -H12.08

住民の住替え先を決定
個別聞き取り
　調査実施

STEP2
H12.08
    -H12/09

STEP3
H12.09
    -H12.10

STEP4
H12.10
    -H13.05

STEP5
H13.05
    -H13.06

STEP6
H13.06
    -H13.08

住
民
の
住
替
え
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
か

各解決
方法を
定量的
に評価

住戸修
繕モデ
ルの公
開　　

確約取
り付け
事業開
始
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住民の住替え
先住戸の希望
調査から、住
替え条件を把
握
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7号棟 8号棟
真谷地集会所

現在入居住戸
空き住戸

住替える
住替えない どちらともいえない

地区外に住替えたい

封鎖階段室 未回答
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意見
への
取り
組み

住民全
体の住
替えに
対する
意見
(C-3)

住民の住
替えに対
する是非
(D-2)

住替に
よる生
活費の
軽減量
を算出 住民に説明

2

6

9

14
6

2117

136

住替え先
住戸の決
定
(D-4)

住民個別
の要望
(C-6)

12号棟

12号棟

12号棟

12号棟

住替える：7世帯
住替えたくない：13世帯
どちらともいえない：10世帯
地区外に住替える：10世帯

住替える：17世帯
住替えたくない：11世帯
どちらともいえない：0世帯
地区外に住替える：5世帯

住替える：25世帯
住替えたくない：0世帯
どちらともいえない：0世帯
地区外に住替える：8世帯

住替え 非住替え
生活に関する意見 (C-4)

•階段がつらい
 / 手すりがほ
 しい
•引越が大変
•家賃が上がる   
 こと
•部屋が寒い   

•除雪が大変
•階段がつらい
 / 手すりがほ
 しい
•水道管の老朽
 化
•部屋が寒い

•住棟の集約　•浴場
•住民による地区運営
•買物　•通院　•交通
•コミュニティ

集約化の課題 (C-1)
夕
張
市

北
総
研

•赤字経営の浴場運営
•浄化槽の非効率な維持管理

研
究
室

解決方法への意見 (C-2)
＜風呂＞
•浴場はコミュニティの場であ
 り、不便していない 
•各戸や各住棟に浴場を設置す
 ると、管理が大変になる

住替えの関する意見 (C-3)
＜家賃＞
•住替で家賃が上がること
＜引越＞
•引越の移転料がほしい
•引越作業が負担になる
＜住替え先住棟＞
•風呂付き住棟に行きたい•低層
に住替えたい
＜風呂＞
•集会所では葬儀も行われるの
で、浴場を併設するのは難しい
/浴場は市に管理してほしい
＜高齢化＞
•階段の上り降りがつらい

•家庭菜園を残してほしい
•引越によるゴミをどうするか
•車庫を移動できない
•友人と一緒に住みたい
•近所の住民と離れたい
•通院しやすい場所に行きたい

住替えに対する要望 (C-6)

•医療 •土地への愛着•集会所
•買物 •除雪 •風呂 •断熱
•浄化槽 •移転負担•生き甲斐

住替え 非住替え
住替えに対する要望 (C-5)

•階段がつらい 
 ので低層に行
 きたい
•友人の近くに
 行きたい   
•子供の元へ行
 きたい
•早く引越をし
 たい
•引越業者の手
 配が苦

•水道管の老朽
 化
•階段がつらい
•友人と近くに 
 いたい
•家庭菜園を残
 してほしい

既往研究
で明らか
になった
住民の課
題

各世帯の住替え先住戸
の決定 (D-4)

生活の
課題

集約の
課題

夕張市が浴場の赤字経営を捉え、「浴場の機能をどう担保していくか」という検討項目を明らかにしたこと

ワークショップでの議論をより地域の実態にあったものにするために、ワークショップ前に町内会と打ち合わせを行ったこと

浴場の課題に対し、⑴真谷地浴場を維持する⑵各住棟に共同風呂を設置する⑶各戸に浴室をつける⑷集会所に浴場を併設するという解決方法を作成したこと
ワークショップにて、「住替え後の家賃負担」,「引っ越し時の移転料」という住民全体の課題を引き出したこと

アンケートにより住民の生活環境を調査し、「共用部階段に手すりが欲しい」「住民の除雪が大変」という意見を引き出したこと
市が「住替え先住戸の住みやすさ」,「引っ越しが大変」という住民の集約に対する意見に住戸修繕や移転料の議論をして、解決に取り組んだこと

アンケートにより、「Eさんは１２号棟１０４号室に住替えたい」といった世帯別の住替え先住戸の希望を引き出したこと
住民の住替え先を決定する調査前にコミュニティや引っ越しの負担軽減といった各世帯の住替え条件や住替え先希望の傾向を把握したこと

個別の聞き取り調査より、「Aさんと Bさんは二人一緒に住替えたい」という住民の住替えに対する個人的な意見を引き出したこと―集約化の重要視点⑹

第一回のアンケートを行う際に「真谷地浴場を縮小して維持」「集約先住棟 5、6、7、8、9、11、12 号棟」といった集約化計画のイメージ図を創ったこと
住替えの事業が始まる前に、住替え先住戸の修繕をモデル的に行ったこと　

北総研が集約による暖房費の削減効果を定量的に分析したこと /研究室が住替えの前後の生活費算出•住替えのシナリオやシミュレーションを行ったこと

市と研究室が住民に対し調査を行う際に、集約化計画を決める段階では住民全体、住替えを進める段階では住民個別に議論をし、調査対象を区別したこと

市•研究室と住民がワークショップ時に浴場のあり方と住替え先住棟について空間的イメージを創ったこと

第２回アンケートにより世帯別住民の住替え先住戸の希望が明らかになったあと、迅速に住替え先を決定したこと
ワークショップにて住民に初めて検討項目を提示した後、その解決方法をよく理解してもらうためにしばらく住民との議論を控えたこと

地区の集約化計画を決めるための住民との議論について、多数の住民の意見を引き出すためにワークショップ形式で行ったこと

個別聞き取り調査にて、住替え先を決定するにあたり、住替え対象すべての世帯と面談を行ったこと―集約化の重要視点⑹

住民の意向を把握する２回のアンケートにおいて、住替え対象住民だけでなく非住み替え住民にもアンケート調査を行ったこと―集約化の重視視点⑸
地区全世帯の住み替え意向を住民に広く理解してもらうために、アンケートにより明らかになった全世帯の住み替え意向を集会所に掲示したこと

住棟修繕により、階段の手すりや窓サッシのプラスチック化など、非住替え住民も含めた地区全体の居住環境が良くなること―集約化の重要視点⑷
住民がつくった花壇や菜園はそのまま残しておき、住替え後の住民の趣味や生き甲斐を担保したこと
住替えにより住民の家賃負担を増加させないため、家賃の安い住棟を住替え先とし、家賃の傾斜制度を設けたこと―集約化の重要視点⑴
住替えを行うすべての世帯に移転料を支払うこと
市の市街地運営の効率化を図るため、浄化槽単位で住替え先住棟を決定したこと―集約化の重要視点⑴

住替え先を１•２階に限定したことで、住民の生活における身体への負担を軽減できたこと―集約化の重要視点⑵⑷
共同浴場は住民のコミュニティの場という地域の特徴を重視して、真谷地浴場を維持する方針を決定したこと―集約化の重要視点⑶　

各世帯の住替え先住戸
の希望 (D-3)

課題を
整理
(C-1)

課題を
整理
(C-1)

ー凡例ー

暖房費
負担の
軽減を
分析

2

地区外移転

11

2

2

WSでの議論の方向
各世帯の住替えに対する
是非 (D-2)

集約先住戸ー
凡
例
ー 101102103104105106

206 205 204 203 202 201
301302303304305306

1F
2F
3F ３階床を

断熱でき
る住棟

１２棟空家率６０％の公営住宅の住民を６棟の公営住宅の１、２階に集団住替えする計画

夕張市真谷地地区

夕張市沼ノ沢地区 高齢化率 72％

【フジテレビ特集】

買物・通院
地区内に
施設が無い

10 年後入居率
50％

真谷地浴場
週３日営業 /
住棟に風呂無し

２住棟１セッ
トで維持管理

浄化槽

真谷地集会所
サロンや葬儀など
コミュニティ拠点

空家
入居

市街地集約前
集約の方針

①浄化槽の単位で住棟集約を行う
②引越しの負担を考え、居住者が多い住棟に集約する　
③高齢化を考え、３階への入居は行わない
④住替え対象者は家賃増加負担の無い住棟に住み替える

市街地集約後

1

3

住み替え

住み替え

真谷地集会所 真谷地浴場
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